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■ エッセイ
シニア世代の犯罪が気になる方々へのメッセージ
武蔵野大学人間科学部教授
辻 惠介
高齢者の犯罪が世間の注目を集め、やたらとセンセーショナルに報道されるようになった。確か
に、高齢者の犯罪は一昔前より確実に多く、少年犯罪の減少が目立つことと対照的で、話題になる
のも当然かも知れない。ただ、マスメディアの論調は、社会・経済的な状況と絡めて、犯罪の背景
に高齢者の生き辛さを見出そうとするものが多いように思う。無論、それも一面の真理だが、心理
学的な立場からの一般向けの言説ももう少しあった方がよいのではないかと感じていた。その矢先
に、高齢者向けの雑誌から取材の依頼があり、思い付いたことを取りとめなく話すことになった
（『百歳万歳』2012年12月号）。以下に挙げるのは、そのときの記事を加筆修正したものである。
＊　　　　　＊　　　　　＊
――犯罪白書を読むと、高齢者の犯罪が多くなってきているようですね
最近は犯罪自体が減少傾向にあり、とくに初犯が減って再犯率がとても高くなっています。です
から、高齢になって初めて犯罪に走る事例だけでなく、再犯を繰り返しているうちに高齢になった
事例にも目を向ける必要があるでしょう。若いときから罪を犯してきた人が、刑務所を出ても仕事
ができる訳でもなく、高齢になっても犯罪に手を染めている訳です。もちろん、高齢者の特徴が出
ている犯罪もあり、認知症になったために犯罪に走ってしまった事例すらあります。何れにせよ、
一昔前より高齢者の犯罪が増加しているのは確かで、刑務所でも高齢者が多く、刑務官がその世話
に追われ、一番指導しなければならない暴力団員などの反社会的な人達に手が回らないことすらあ
ると言います。
認知症の初期段階で罪を犯した場合、取調べの最中に認知症が進んでしまうこともありますね。
そういうときには、犯行の時点で認知症が始まっていたかどうか、つまり認知症のせいで犯罪を起
こしたのかどうか議論になることもあります。
――最近高齢者の犯罪が新聞などを賑わせていますが……
再犯による犯罪者の高齢化や認知症による犯罪などを除くと、高齢者の犯罪には、悲しいことに、
歳をとったが故の特徴がいろいろ表れています。高齢になることで、もともとの性格の悪い面が強
く出てしまい、頭が固くなって独善的になり、自分なりの主義主張を前面に出し過ぎてしまうので
す。正義感に従って、よいことをやっているつもりでも、周りの人には妄想的に見えている場合が
あります。
もうひとつ、失うものがなくなってくるのも犯罪に走るきっかけになります。人はある程度の年
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齢までは、社会的、職業的、経済的にさまざまなものを獲得して成長していきますが、やがて年齢
とともに身に付けてきたものを少しずつ失っていく時期に入ります。そして、あと数年しか生きな
いだろうと考えたときに失うものがないと、ちょっとしたことで歯止めが利かなくなって暴走しや
すくなります。失うものが多い人は罪を犯し難いですよね。
――近隣トラブルの事例などはそのようですね
近隣トラブルの場合は微妙なところがあるのでよく調べてみないとわからないですね。先日話題
になった事件の場合、被害者も高齢でした。お互い自分は正しいと思っていたように見えます。こ
の事件がそうだとは限りませんが、このような性格の人の中には、4、50歳代から、さほど奇妙な
内容ではなく、事実かも知れないと思わせるような妄想を抱き始める人もいます。
――老老介護の果てに殺人なども起こりますが
加齢により能力が低下して、若いときにできたことができなくなると、それがストレスになりま
す。歳をとって介護という大変な作業をしなければならなくなっても、若いときからやっていた訳
ではなく、不慣れで経験もありません。体力は落ち、さまざまな判断ができ難くなっています。介
護は若い人がやっても大変です。若いからこそなんとかこなせるのです。
――家庭内で孫達を殺してしまった事例もありましたね。
何かに耐える能力も落ちてくるし、性格の悪い面も強く出てきます。我儘になり、家族から邪魔
者扱いされて孤立してしまいます。家族に粗末にされ、自分が犯罪者になっても悲しむ人がいない
と思えば、犯罪に走りやすくなります。反対に悲しむ人が多ければ犯罪を起こし難いと言えます。
しかし、それが正常な高齢者の心理として理解できるものであるのか、それともその人特有のも
のであるのかを見極める必要もあります。高齢者の心理に見えて、じつは認知症の始まりだったと
いうこともあるのです。今までと違う変化があるかどうか、きちんと見極めなければなりません。
――認知症による犯罪もあるのでしょうか
認知症と言えばもの忘れと思われがちですが、なかには道徳的な感情が鈍ったり、我儘になった
り、乱暴になったりする人もいます。性欲が亢進して逸脱が増え、破廉恥になる人もいます。犯罪
に微妙に認知症が絡んでいたり、認知症まではいかなくても脳梗塞の後遺症が影響したりする場合
もあります。施設での恋愛沙汰の嫉妬による犯罪などもそういったことが関係していることがあり
ます。
もっとも、認知症でなくても、大岡越前の母が火鉢の灰を掻き回して死ぬまで性欲が続くことを
示したように、高齢期だからといって性欲がなくなる訳ではなく、悟れる訳でもありません。それ
が犯罪に発展してしまう原因としては、世界が狭いことと、もう後がないと考えてしまうことが挙
げられます。老人ホームに入居していて家族があまり面会に来ないと、外との繋がりがなくなって
しまい、老人ホーム以外の世界がなくなってしまう人もいます。老人ホームに入ってから、自分は
このホームには合わないなと思っても、他の場所に移る余裕もなく、追い詰められてしまう人もい
ます。
――高齢期になってこうした犯罪の加害者になることは誰でもあり得るのでしょうか
皆さんは認知症ではなく正常な老化の範囲内にいらっしゃるでしょうが、歳をとることで一線を
越えやすくなることはあり得ますね。能力が低下し、病的なものではなくても若いときの性格の悪
い面が強調され、新しい環境に合わせることが苦手になっているかも知れません。それに加えて失
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うものがなく、社会的繋がりも少ないためにブレーキを掛ける人がいないとくれば、確かに危険性
は増します。
頑固さや独善さの裏側には、老人特有の寂しさや不安があります。これらは高齢者に共通した心
理です。それが犯罪にも反映していると言えますね。
――誰もが犯罪の加害者になり得るのであれば、防ぐためにはどうしたらいいのでしょう
病的な老化――つまり認知症などです――を避け、人との繋がりを失わないことです。老人ホー
ムや家庭の中で完結してしまう生活を止めて外に向かい、外の人達とのコミュニケーションを大切
にすることですね。それから頭を柔らかくすること。「自分が言うことが絶対正しいのだ」になっ
てしまわないで、人それぞれ違った考え方があるのだということを許容できることです。これは難
しいですが努力できるとよいですね。
ただ、このように言うと頭が固くなることは悪いことのように思えますが、すべてが悪い訳では
ありません。頑固さもその人が積み上げてきた経験と知恵なのですから。一概にそれを駄目と言っ
てしまうと、即、年寄りは駄目なのだということで片付けられてしまいかねません。それはまずい
ことです。上手く嵌れば、その固さによって活躍できる可能性もあるはずです。理想は多少の余裕
を持つことです。これしかないのだということではなく、精神的にも経済的にも余裕を持つことが
大切でしょうね。
――高齢期になって精神的にも経済的にもゆったり生きられる人生は理想的ですね
人生80年と言いますが、今は80歳では死ねない時代です。90歳、100歳まで生きる人も少なくあ
りません。それなのに、80歳で死ぬのだからもう後がないなどと考えると、暴走しかねません。
手堅く生きているようで、人生の岐路では博打を打つ高齢者が少なからずいます。手元のお金を
かき集めて有料老人ホームに入ったはいいけれど、年齢的に新しい環境に適応するのが難しく、結
局そのホームと合わず、しかし今更経済的な余裕もなく、出るに出られないという人もいます。
また、家族との関係は双方向の問題ですから、高齢者だけでどうこうできる訳ではなく、いろい
ろな人とのコミュニケーションが必要になります。しかし、外の人とのコミュニケーションが大事
だと言っても誰かれなしに仲よくするのも考えものです。世の中には高齢者を狙っている人もいま
すから、人生経験を踏まえた慎重さが大事ですね。
被害者になることもあるし、知らないうちに犯罪者にされてしまうこともあります。麻薬の運び
屋などはその典型的事例です。世の中そう美味しい話はないのだと肝に銘じる必要があります。高
齢者を罠に嵌めようとする人は、高齢者の特徴である「不安」に付け込もうとします。今持ってい
る金もどんどん減っていくし、年金も目減りするようだしと不安になり、いろいろな儲け話に引っ
掛かってしまう人達がいます。自分がカモと見なされていることを自覚すべきです。
同じ長生きするなら健康で楽しく生きていきたいですね。これからの人生が長いことを自覚し、
狭い社会に閉じこもらず、人生経験を生かして人付き合いには相応の用心を払うことが大切です。
――先生がこれまで携わってこられた案件で高齢者の犯罪はありますか
ありますよ。ある有料老人ホームの入所者の中に、リーダー的な方がいました。入所者の意見を
まとめて、ホーム側に積極的に待遇改善を訴えていたのですが、その激しさにだんだん入所者たち
からも距離を置かれるようになりました。その人は孤立してしまい、結局、老人ホームの経営者が
悪いと信じて刺してしまいました。彼なりの正義感だったのですが、悲惨な結果になってしまいま
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した。
また、別の事件ですが、広い宅地を持っている親が、敷地内に子供達の家を建て、近い距離に親
戚、兄弟が住んでいることがありますよね。そんな家での犯罪ですが、身内の中に子供のいない１
人暮らしの男性がいて、その人は兄弟の子供達の面倒をよく看ていました。しかし、ちょっとした
ことで親族の関係が上手くいかなくなると、その人は皆の子供の面倒を看てやったのにと思い、一
方、兄弟達は面倒など看てもらいたくなかったと思い、血縁があり地理的に近いだけに葛藤が強ま
っていきました。やがて、その人は自分の死後に遺産などやるものか、家などなくしてしまおうと
考え、自宅に放火してしまいました。
姉と弟が一緒に暮らしていた家で起きた老老介護の悲劇もありました。弟は工事現場で働いてい
たのですが、年をとって仕事がなくなると、姉に面倒を看てもらうようになりました。その後、姉
は少し認知症になってしまい、冷蔵庫に入り切らないほど買い物をしたり、ゴミを分別できなくな
ったりするようになりました。弟はしばらく姉の世話をしていましたが、工事現場でしか働いたこ
とがなく、体力も知的能力も落ちているため、僅か２か月で限界になり、お姉さんを殺してしまい
ました。
もうひとつもとても悲惨な事例ですが、脳梗塞になった場所が悪く、性欲が異常に亢進してしま
った男性がいました。しかも前立腺肥大の薬の影響で、射精ができず性欲が解消されないのです。
この男性は妻との２人暮らしで（夫婦ともに高齢です）、昼夜を問わず妻に迫ります。妻にとって
は地獄だったと思いますが、そのうちに、この男性は、妻が浮気をしているという妄想を抱き、最
後には妻を刺し殺してしまいました。本当に痛ましい事件でした。
最後に上手に人のこころを操った人の、ちょっとユーモラスな話もしておきましょうか。ある老
人ホームに、いつも札束を沢山入れた鞄を持ち歩いている高齢の女性が入居してきました。周りの
人は、札束を意識してか、とても彼女に親切にし、彼女に気に入られようと露骨に働き掛ける人も
いました。何年かして彼女が亡くなり、ホームの職員が鞄を開けてみると、札束の上と下は本物の
１万円札だったものの、間に挟まっていたのは新聞紙の束だったそうです。金目当てであることを
知りつつ、周りの人達の親切を楽しんだのでしょうね。一枚上手の女性です。
――身につまされるお話をありがとうございま した。百歳目指して楽しく暮らすことで犯罪にも
関わらずに済み、幸せになれるのですね。
取材をしてくださった『百歳万歳』の植松紀子編集長（当時）に感謝します。
